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2008年度2008年度

中期経営計画中期経営計画

三井化学株式会社 1



「化学」「革新」「夢」の三井化学  ～絶えず革新を追求し、
 化学のちからで夢をかたちに～

２００８年１月１８日

社長
 

藤吉 建二
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（億円）

(４ヵ年累計営業利益)
０４中計（計画）

 
３，２００億円

実績（見込）
 
３，２０９億円

４年間の営業利益累計

は、ほぼ０４中計通り

（見込）

ｽﾄﾚｯﾁ
目標

04中計期間（04～07）の営業利益推移04中計期間（04～07）の営業利益推移

1,000
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（単位：億円）

予算 決算 差異

売上高 8,900 8,816 -84

営業利益 380 427 47

07年度　上期

07年度上期決算概況07年度上期決算概況

・売上高、営業利益

・売上高海外比率推移
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04/上 04/下 05/上 05/下 06/上 06/下 07/上

過去最高益過去最高益
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＜４月＞

◆三共アグロ１００％化

◆岩国/多目的セミコマーシャルプラント完工

＜１月＞

◆名古屋/高機能フィルムセンター完工

＜３月＞

（１０月：三共ｱｸﾞﾛ、三井化学ｸﾛｯﾌﾟﾗｲﾌ統合）

岩国/多目的セミコマーシャルプラント

名古屋/高機能フィルムセンター

◆錦湖三井/ＭＤＩ能力増強決定

＜４月＞ （完工

 
０９年６月）

事業展開ﾄﾋﾟｯｸｽ[機能材料、先端化学品]事業展開ﾄﾋﾟｯｸｽ[機能材料、先端化学品]

◆積水化学よりトナー樹脂事業譲受け
＜４月＞

三共アグロ株式会社 5



◆ＧＥ、長瀬産業との合弁解消合意

＜８月＞ （日本ジーイープラスチックス、ジェムピーシー）

◆下関/ＮＦ３増強営業運転開始

＜８月＞

◆市原/３ＥＰＴ増設完工

＜１０月＞

（+７５千ﾄﾝ/年
 

４５千ﾄﾝ→１２０千ﾄﾝ） ３ＥＰＴ（市原工場）

（＋４００ﾄﾝ/年 １,３００ﾄﾝ→１,７００ﾄﾝ）

事業展開ﾄﾋﾟｯｸｽ[機能材料、先端化学品②]事業展開ﾄﾋﾟｯｸｽ[機能材料、先端化学品②]

◆ＭＨＭ衛材用不織布増強

営業運転開始

＜１２月＞

（+１６千ﾄﾝ/年

 
１４千ﾄﾝ→３０千ﾄﾝ）

Mitsui Hygiene Materials（タイ） 6



◆ＭＰＳ/フェノール増強営業運転開始
＜８月＞

Mitsui Phenols Singapore（ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ）

◆ＰＰコンパウンド増強営業運転開始
＜５月＞

Advanced Composites（北米） Grand Siam Composites（タイ） 三井化学複合塑料（中山）（中国）

◆新会社 ＡＣＩ社（
 

Mitsui Prime Advanced

Composites India PVT Ltd） 設立

（ＡＣＰ、ＧＳＣ、ＭＣＺ

 
＋６３千ﾄﾝ/年

 
２３７千ﾄﾝ→３００千ﾄﾝ）

（＋５０千ﾄﾝ/年
 

２５０千ﾄﾝ→３００千ﾄﾝ）

＜９月＞

事業展開ﾄﾋﾟｯｸｽ[基礎化学品]事業展開ﾄﾋﾟｯｸｽ[基礎化学品]
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機能材料事業本部のコア事業機能材料事業本部のコア事業

◆エラストマー

・能力
 

タフマー：世界２位・アジア１位

アドマー：世界１位

・能力増強
 

市原/３ＥＰＴ増設完工

（昨年１０月、＋７５千ﾄﾝ）

MELS （シンガポール）

◆ウレタン

・能力
 

アジア２位（４９２千ﾄﾝ）

・能力増強
 

錦湖三井/ＭＤＩ能力

増強決定

（完工
 

０９年６月
 

+６５千ﾄﾝ）
ｳﾚﾀﾝ使用例（自動車）
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先端化学品事業本部のコア事業先端化学品事業本部のコア事業

◆メガネレンズモノマー

・シェア
 

世界１位

世界最高レベルの高屈折率を実現

・技術的優位性

◆農業化学品

・殺虫剤
 

「スタークル」

独創的な化学構造を有する
ハロゲンフリー浸透性殺虫剤
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H

N
H

N
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基礎化学品事業本部のコア事業基礎化学品事業本部のコア事業

・能力
 

世界第２位（９２０千ﾄﾝ）

◆フェノール

フェノールプラント（大阪工場）

・能力
 

世界第２位（６００千ﾄﾝ）

◆PP自動車材

・能力増強
 

ＡＣＰ、ＧＳＣ、ＭＣＺ
 

＋６３千ﾄﾝ/年（昨年５月）

・インド新会社 ＡＣＩ社設立（昨年９月）

・能力増強
 

ＭＰＳ/フェノール

増強営業運転開始
（昨年８月、＋５０千ﾄﾝ）
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企業
グループ

理念

目指すべき
企業グループ像

事業ポートフォリオ

経営基盤強化の方向

中期経営計画中期経営計画
短期経営計画（予算）

行動指針

人 組織構造

システム 文化

長期経営目標

経済

社会環境

０８中計の位置付け
グランドデザインの長期経営目標を
実現するための前半４ヵ年の経営計画

０８中計の位置付け
グランドデザインの長期経営目標を
実現するための前半４ヵ年の経営計画

グランドデザインと０８中計グランドデザインと０８中計

「化学」「革新」「夢」
の三井化学

長期経営目標（２０１５年近傍）

・営業利益：

 
１,５００億円以上

・ＲＯＡ

 
：

 
１０％以上

（総資産営業利益率）

・ＧＨＧ原単位指数：

 
９０以下

（９０年度基準）
・産業廃棄物1％以下（ﾐﾆﾏﾑ化）＊1

・非化石原料活用技術の開発

＊1 埋立て量/産業廃棄物量≦1％

長期経営目標（２０１５年近傍）

・営業利益：

 
１,５００億円以上

・ＲＯＡ

 
：

 
１０％以上

（総資産営業利益率）

・ＧＨＧ原単位指数：

 
９０以下

（９０年度基準）
・産業廃棄物1％以下（ﾐﾆﾏﾑ化）＊1

・非化石原料活用技術の開発

＊1 埋立て量/産業廃棄物量≦1％

収益[成長]

環境[調和]
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革新的な
新技術

社会環境

経済

◆経済・環境・社会の
３軸経営の確立

◆革新的な新技術の創出

０８中計の基本コンセプト０８中計の基本コンセプト

「新たな価値創造への挑戦」「新たな価値創造への挑戦」
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０８中計の前提０８中計の前提

経済成長率 アジア　 ５．８％　（日本　１．７％、中国　９．４％、インド　９．０％）
米国　 ３．０％
欧州 ２．０％

関係市場動向 自動車 ・生産台数：日本　横ばい、欧米　+１．５％、アジア　+４．０％
・技術の二極化：低環境負荷型と小型軽量廉価型自動車が伸長

薄型ﾃﾚﾋﾞ ・薄型テレビは成長率鈍化
・有機EL伸長

主要諸元 為替 １１５　円/＄　（１５０円/EUR）
原油 ６５　$/BBL
ナフサ ５９５　$/T　
国産ﾅﾌｻ ５０，０００　円/KL
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革新的な
新技術

社会環境

経済

＜使
 

命＞
長期経営目標実現へ向けた

前半４ヵ年の成長と拡大

＜使
 

命＞
長期経営目標実現へ向けた

前半４ヵ年の成長と拡大

＜基本戦略＞
Ｍ＆Ａを含めた経営資源の積極投入による
－長期収益目標実現に向けた

成長・拡大のスピードアップ
－目指すべき事業ポートフォリオの実現加速
－革新的な新技術の創出

＜基本戦略＞
Ｍ＆Ａを含めた経営資源の積極投入による
－長期収益目標実現に向けた

成長・拡大のスピードアップ
－目指すべき事業ポートフォリオの実現加速
－革新的な新技術の創出

経済軸
 

使命と基本戦略経済軸
 

使命と基本戦略
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15%

800 1,000 1,200 1,400 1,600 1,800

営業利益（億円）

Ｒ
Ｏ

Ａ

０７予算（ストレッチ）
 営業利益 1,000
 ＲＯＡ　　　6.4%

2011年度目標
 営業利益 1,300
 ＲＯＡ　　　 7.5%

０７予算
 営業利益 873
 ＲＯＡ　　　5.6%

長期経営目標
（2015年近傍）
 営業利益 1,500以上
　ＲＯＡ      10%以上

０８中計

１２中計

経済軸
 

経営目標経済軸
 

経営目標
革新的な
新技術

社会環境

経済

長期経営目標実現
に向けた前半４ヶ年

の収益目標

15
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革新的な
新技術

社会環境

経済

機能材料 先端化学品 基礎化学品

使 命
成長ドライバー

 たる高収益体質
 の獲得

第３の柱へ向け
 た規模の獲得

収益力の維持・
 強化

基本戦略
機能性ポリマー

 ズ拡大と大胆な
 事業の組み換え

Ｍ＆Ａを中心とし
 た事業規模拡大

中東等の脅威に
 対する国際競争
 力強化

具体的

取組み

機能性ポリマー
 ズへの経営資

 源の集中投入

農業化学品・ビ
 ジョンケア・触媒
 事業の拡大

差別化技術によ
 る高付加価値化、

 アジア成長市場
 の獲得

経済軸
 

事業本部の使命・基本戦略経済軸
 

事業本部の使命・基本戦略
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革新的な
新技術

社会

経済

環境

＜経営目標（2011年度)＞
ＧＨＧ原単位指数

 
８５以下

（エネルギー原単位指数
 

８０以下）

＜経営目標（2011年度)＞
ＧＨＧ原単位指数

 
８５以下

（エネルギー原単位指数
 

８０以下）

＜基本戦略＞
 

（１）省エネ投資の実行
（２）ＧＨＧ大幅削減に資する革新的プロセスの開発

＜基本戦略＞
 

（１）省エネ投資の実行
（２）ＧＨＧ大幅削減に資する革新的プロセスの開発

環境軸
 

ＧＨＧ原単位、産廃埋め立て量ﾐﾆﾏﾑ化環境軸
 

ＧＨＧ原単位、産廃埋め立て量ﾐﾆﾏﾑ化

１．ＧＨＧ原単位

２．産業廃棄物埋立て量ミニマム化

＜経営目標（2011年度)＞
国内全拠点埋立て率 １％以下（= ﾐﾆﾏﾑ化）

海外生産拠点における平均埋立て率５％以下

＜経営目標（2011年度)＞
国内全拠点埋立て率 １％以下（= ﾐﾆﾏﾑ化）

海外生産拠点における平均埋立て率５％以下
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革新的な
新技術

社会

経済

環境＜基本戦略＞
（１）原料転換技術の開発
（２）非可食資源の活用

＜基本戦略＞
（１）原料転換技術の開発
（２）非可食資源の活用

現
状

少

製
品
・中
間
体
の
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境
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レ
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ル

非化石原料
活用技術

　
　
　

プ
ロ
セ
ス
由
来
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原
油

非
使

用
＆

Ｇ
Ｈ
Ｇ
増

加
の

抑
制

原油代替

主原料
原油 非原油

既存技術（製品）

環境対応技術
省エネ、環境に配慮した
製品やプロセスの開発

原料多様化
技術

現
状

少

製
品
・中
間
体
の
環
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非化石原料
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原
油
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用
＆

Ｇ
Ｈ
Ｇ
増

加
の

抑
制

原油代替

主原料
原油 非原油

既存技術（製品）

環境対応技術
省エネ、環境に配慮した
製品やプロセスの開発

原料多様化
技術

環境軸
 

非化石原料活用技術開発環境軸
 

非化石原料活用技術開発
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◆世界最高の労働安全水準の実現（2011年）

・労災度数率（休業）
 

０．１５以下
・同（休業＋不休業＋微傷）

 
１．８

 
以下

◆コンプライアンス違反事例の撲滅

◆世界最高の労働安全水準の実現（2011年）

・労災度数率（休業）
 

０．１５以下
・同（休業＋不休業＋微傷）

 
１．８

 
以下

◆コンプライアンス違反事例の撲滅

革新的な
新技術

環境

経済

社会

（１）グループ全社員の意識改革の促進

（２）すべての生産拠点における抜本的な
労働安全体制の整備

（１）グループ全社員の意識改革の促進

（２）すべての生産拠点における抜本的な
労働安全体制の整備

社会軸
 

労働安全、法令・ﾙｰﾙ遵守社会軸
 

労働安全、法令・ﾙｰﾙ遵守
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（億円）

機能材料 先端
化学品

基礎
化学品

間接部門他

経営資源投入計画
 

投融資経営資源投入計画
 

投融資

3,700

6,800

1.8倍の投融資

を計画

04
中計

中計
08
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（億円）

経営資源投入計画
 

投融資内訳経営資源投入計画
 

投融資内訳

2,290

1,700

2,810

1,000

2,440

1,220

2,140
合計

6,800

合計

6,800

目的別目的別 案件規模別

基盤整備 新増設

M＆A

小規模案件

全社戦略
案件

海外大型案件
国内大型案件

21



経営資源投入計画
 

人材経営資源投入計画
 

人材

11,000

10,800

2,800

2,400

1,400 15,200

13,200

0 5,000 10,000 15,000 20,000

１１年度末

０７年度末

連結人員（名）

日本国内の

 人員
日本以外

 の人員
Ｍ＆Ａ

2,000名の

人員増

13,200

15,200

日本国内の人員
２０％世代交代
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０４中計 ０８中計

1000

1200

1400

1600

1800

2000

2,000

1,600

経営資源投入計画
 

研究開発費経営資源投入計画
 

研究開発費

（億円）

25％増

基礎
化学品
（１６％）

機能材料
（４２％）

先端化学品
（２０％）

コーポレート
研究（１２％）

戦略研究
開発費
（１０％）
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４つの重点テーマに経営資源の８０％を集中投入し、
革新的な新技術創出を加速する

コーポレート研究資源配分（１１年度）

基礎
化学品
（１６％）

機能材料
（４２％）

先端化学品
（２０％）

コーポレート
研究（１２％）

基盤技術
（２０％）

機能性ポリマーズ
拡充（４５％）

非化石原料
活用技術（２０％）

ＧＨＧ削減技術（１０％）

革新プロセス（５％）

重
点
開
発
分
野
比
率
＝
80
％戦略研究

開発費
（１０％）

経営資源投入計画
 

ｺｰﾎﾟﾚｰﾄ研究の重点化経営資源投入計画
 

ｺｰﾎﾟﾚｰﾄ研究の重点化
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革新的な
新技術

社会環境

経済

◆機能性ポリマーズの拡充
◆オレフィン類やアロマ類の

革新プロセス開発

革新的な
新技術

社会環境

経済

◆非化石原料活用技術
・植物由来ポリウレタン
・バイオオレフィン類

◆ＧＨＧ削減技術
・ＣＯ２化学的固定化

◆安全性の高い
革新プロセス開発

・ノンホスゲン法
イソシアネート

革新的な新技術
 

方向性革新的な新技術
 

方向性
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ウレタン系
ポリマー

ポリアミド
ポリイミド

機能性
オレフィン
ポリマー

構造の極限追求
構造の複合化
新規構造導入

ナノ結晶構造制御型
エラストマー

超高分子量
エチレン系
ポリマー エチレン／環状オレフィン

共重合型透明樹脂

超耐熱性
熱可塑性
ポリイミド

低反発性
ポリウレタン

高耐熱性
半芳香族ポリアミド

めがねレンズ用高屈折
チオウレタンポリマー

「機能」・「用途」の更なる拡充を目指す。

社会環境

経済

革新的な
新技術

社会環境

経済

革新的な
新技術

機能性ポリマーズの拡充機能性ポリマーズの拡充
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メタセシス高活性触媒導入
その他

フェノール、BPA
PTA
ｵﾚﾌｨﾝ・ｱﾛﾏ

 
・・・等々

メタセシスプラント

０

１０

２０

３０

現状 改良Ⅰ
（０８年導入）

改良Ⅱ
（０９年導入）

１

相
対
触
媒
活
性

８

３０

革新的な新技術
 

基礎化学品の競争力強化革新的な新技術
 

基礎化学品の競争力強化

競争優位な
革新プロセス

生産効率向上による
競争力の強化

狙

 い

社会環境

経済

革新的な
新技術

社会環境

経済

革新的な
新技術
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社会

経済

環境

革新的な
新技術

社会

経済

環境

革新的な
新技術

革新的な新技術
 

非化石原料の活用技術
 開発の方向性

 

革新的な新技術
 

非化石原料の活用技術
 開発の方向性

非可食資源

（ｾﾙﾛｰｽ等）

ポリオレフィン

アロマ類

PLA

メタノール
水素

脂肪酸
ポリウレタン

単糖

低級アルコール

CO2

水

ｸﾞﾘｾﾘﾝ ﾌﾟﾛﾋﾟﾚﾝｸﾞﾘｺｰﾙ

乳酸

ポリオール

可食資源

（ﾃﾞﾝﾌﾟﾝ等）

植物油

オレフィン類

保有技術

開発中

・・
 

原料転換原料転換

・・
 

非可食資源化非可食資源化
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植物由来ポリウレタン

ＣＯ２

燃焼（熱回収）

Ｈ２Ｏ

社会

経済

環境

革新的な
新技術

社会

経済

環境

革新的な
新技術

革新的な新技術
 

植物由来ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ革新的な新技術
 

植物由来ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ

自動車用シート

植物由来
ポリウレタン

植物由来
ポリオール

植物油

イソシアネート

【用途例】

 
（植物度：１０～７０ｗｔ％）

①低反発まくら

②自動車用シート
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バイオ
エタノール

バイオ
ブタノール

バイオ
ＩＰＡ※

単

 糖

非

 可

 食

 資

 源

石化ブテン

バイオ
エチレン

メ

 タ

 セ

 シ

 ス

発

 
酵

バ

 イ

 オ

 プ

 ロ

 ピ

 レ

 ン

糖

 
化

※イソプロピルアルコール

二量化

社会

経済

環境

革新的な
新技術

社会

経済

環境

革新的な
新技術

革新的な新技術
 

ﾊﾞｲｵ・ｵﾚﾌｨﾝ類の開発方針革新的な新技術
 

ﾊﾞｲｵ・ｵﾚﾌｨﾝ類の開発方針

バイオブテン

脱

 水

・
精

 製

保有技術

開発中
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光触媒

COCO22

COCO22

COCO22

HH２２

 

OO

HH２２

OO２２

H２

ＣＯ２

ＣＨ３ＯＨ

オレフィン類、アロマ類、・・・

高活性高活性触媒触媒
開発済開発済※※

メタノール合成

ＣＯ２分離・濃縮

水素調達

工業化レベル実証設備の設置

開発中

社会

経済

環境

革新的な
新技術

社会

経済

環境

革新的な
新技術

※財団法人地球環境産業技術研究機構「化学的ＣＯ２固定化プロジェクト（１９９０～９９年：ＮＥＤＯ委託事業）」の共同研究開発成果

革新的な新技術
 

CO2化学的固定化の概念図革新的な新技術
 

CO2化学的固定化の概念図
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安全性の高い
革新プロセス

高い安全性確保による
競争力の強化

狙

 い

環境

経済

社会

革新的な
新技術

環境

経済

社会

革新的な
新技術

革新的な新技術
 

安全性の高い革新ﾌﾟﾛｾｽの開発革新的な新技術
 

安全性の高い革新ﾌﾟﾛｾｽの開発

ノンホスゲン法
イソシアネート
製造プロセス

等々

より難しく
開発難易度

よ
り
高
く

ホスゲン法
（現行プロセス）

ノンホスゲン法
（革新プロセス）

脱ハロゲン化
の達成安

全
性
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「新たな価値創造への挑戦」「新たな価値創造への挑戦」

革新的な
新技術

社会環境

経済 ◆経済・環境・社会の３軸経営の確立
◆革新的な新技術の創出

０８中計まとめ０８中計まとめ

「新たな価値創造」に向けて、グループ社員全員
で０８中計の達成を目指します！！

「新たな価値創造」に向けて、グループ社員全員
で０８中計の達成を目指します！！
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「化学」「革新」「夢」の三井化学  ～絶えず革新を追求し、
 化学のちからで夢をかたちに～

（完）

34


	スライド番号 1
	　　「化学」「革新」「夢」の三井化学�　～絶えず革新を追求し、�　　　　　　　化学のちからで夢をかたちに～
	スライド番号 3
	スライド番号 4
	スライド番号 5
	スライド番号 6
	スライド番号 7
	スライド番号 8
	スライド番号 9
	スライド番号 10
	スライド番号 11
	スライド番号 12
	スライド番号 13
	スライド番号 14
	スライド番号 15
	スライド番号 16
	スライド番号 17
	スライド番号 18
	スライド番号 19
	スライド番号 20
	スライド番号 21
	スライド番号 22
	スライド番号 23
	スライド番号 24
	スライド番号 25
	スライド番号 26
	スライド番号 27
	スライド番号 28
	スライド番号 29
	スライド番号 30
	スライド番号 31
	スライド番号 32
	スライド番号 33
	　　「化学」「革新」「夢」の三井化学�　～絶えず革新を追求し、�　　　　　　　化学のちからで夢をかたちに～

